
 

 天満だより no .45                   文責 宮司 細江雅紀 

津島神社例祭 9 月 5 日 疫病退散・病気平癒・健康祈願 

           

江戸時代（享保年間）に疫病が流行したとき、陣屋代官の命令により天満森で病気平癒・疫病退散祈願の大護摩を焚

いたことが起源です。天満宮と花里八幡神社が共同でお守りしています。国分寺住職北原康央様による経塚供養（名田町

1）の後、神社で飛騨天満宮と花里八幡神社両氏子の皆様の安寧を祈りました。神仏習合の面影を残す行事です。コロナ

禍の 3 年を思うとき、往時の人々の心情が偲ばれます。祭典後、飛騨地区表彰者の披露も行いました。祝! 

 「実は 私 コロナになっちゃいまして……休ませていただきます」 「そうですか オレもよ」 などと堂々と言える世の中になったこと

は少しうれしく感じます。「慣れ」と「寛容」は大事なことです。「コロナに罹りたくはありませんが、罹っても仕方ない。罹ったら休も

う」と考えるべきなのでしょう。何事にも寛容であり続けたいものです。自戒を込めて申し上げます。 

公式ＨＰ（ホームページ）開設しました インスタ・フェイスブックもよろしく 

 遅ればせながら、飛騨天満宮ホームページを開設しました。 

URL は https://hidatenmangu.com です。 

ぜひ HP を訪れてください。 左記の QR コードからもアクセスできます。Yahoo や google で飛騨

天満宮と検索してもＯＫ。 ホームページの「お知らせ」には「天満だより」等をアップし情報発

信に努めます。 

最近はアジアの人々だけでなく欧米人（スペインやイタリア等）が片言の日本語で「オハヨウ

ゴザイマス ゴシュイン オネガイシマス」と御朱印を求めに来る時代です。  

 情報発信は「田舎の小さな神社だから必要ない」ではなく「田

舎の小さな神社だからこそ必要なのだ」と考えるべきなのでしょう

か？？ 

既に始めております公式 Instagram・ Facebook では日々の情

報を更新します。日常の小さな出来事をこまめに発信したいと考

えています。左記（下段）の QR コードからアクセスしてください。 

  

回覧 令和 5 年 9 月 13 日 
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